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2月は各種の国家試験の時期です。はり師・きゅう師・あん摩ﾏｯｻｰｼﾞ指圧師（以下ﾏｯｻｰｼﾞ

師）の国家試験も今年は2月24日（日）に試験が予定されています。  

 

はり師、きゅう師、ﾏｯｻｰｼﾞ師は夫々別個の国家資格ですが、はり師・きゅう師・ﾏｯｻｰｼﾞ

師の育成学校は全国に大学、専門学校、公立学校など 100を超えます。  

 

 

はり師の国家試験は以下の通りです。  

 

医療概論、衛生学・公衆衛生学、関係法規、解剖学、生理学、病理学概論、臨床医学

総論、臨床医学各論、ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ医学、東洋医学概論、経絡経穴概論、はり理論及び

東洋医学臨床論。  

 

 

学校でのｶﾘｷｭﾗﾑは、経絡経穴概論とはり理論及び東洋医学臨床論を除くと他の医療専門

職と同じです。  

 

はり師は学校で西洋医学と東洋医学（伝統医学）を勉強してきています。  

 

昨年4月から、はり師・きゅう師は「機能訓練指導員」の要件に加えられ介護施設で機能

訓練（ﾘﾊﾋﾞﾘ）の立案・作成・実践指導することが可能となりました。  

 

はり師の国家資格を所持する者は機能訓練に関する基礎知識も持っているということで

す。  

 

米国・欧州（英国やﾄﾞｲﾂ・ｽｪｰﾃﾞﾝなど）では、ﾄﾞﾗｲﾆｰﾄﾞﾙという名の元ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝの現場

で「鍼」が用いられています。  

 

ﾄﾞﾗｲﾆｰﾄﾞﾙは、骨格筋、筋膜、結合組織の機能障害の治療に用いられ、身体の構造と機能

の障害を回復させ、活動と参加を高める技術です。  

 

細い糸状の鍼を皮膚に刺入し、下層の筋膜のﾄﾘｶﾞｰﾎﾟｲﾝﾄ、筋肉、結合組織を刺激し、神

経金骨格系の疼痛と運動障害のﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ行うものです。  

 

これは日本のはり師が行なっている手技と同じものです。（日本には他に経絡・経穴を

考慮した古典的な手技もあります）  

 

日本ではﾄﾞﾗｲﾆｰﾄﾞﾙ的なｱﾌﾟﾛｰﾁと古典的なｱﾌﾟﾛｰﾁがありますが、現代は前者が多数を占め

ます。  

 

 

1月に全豪ｵｰﾌﾟﾝで優勝した大坂なおみ選手は 1月 28日付けで世界NO1の女子ﾃﾆｽ選手にな

りました。  

 



この大会序盤に腰に違和感を抱えていましたが、「ﾁｰﾑなおみ」のｺｰﾁ（専属ﾌｨｼﾞｶﾙﾄﾚｰﾅｰ）

が西洋の最先端技術と東洋のはり治療を織り交ぜたｹｱで  

13日間で7試合を勝ち抜いたとｽﾎﾟｰﾂﾆｯﾎﾟﾝが 1月27日付けで報じました。  

 

患部や四肢に加えられた鍼刺激は、脊髄視床路を通り延髄・中脳・視床下部などの脳内

に伝えられます。  

 

視床下部では「ｵｷｼﾄｼﾝ」というﾎﾙﾓﾝ産生を促し、その効果は抗ｽﾄﾚｽ作用・鎮痛効果があ

るとされています（ｸﾘﾆｯｸ徳院長・元ｳｨｽｺﾝｼﾝ医科大学教授）  

 

日本のｽﾎﾟｰﾂ選手（ﾌﾟﾛやｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手を含む）の専属ﾄﾚｰﾅｰとして活躍している鍼灸師は

少なくありません。生理学や解剖学をはじめとする西洋医学的な知識と鍼の手技などの

東洋（伝統）医学的な知識が活かされています。  

 

大坂なおみ選手の腰痛をｹｱしたｺｰﾁと同じということです。  

 

市川治療室は機能訓練に関してその知識を基にしてｱﾌﾟﾛｰﾁを、また鍼・ﾏｯｻｰｼﾞを活用し

て患者さんの身体のｹｱと同時に活動性の向上から社会参加までを目指しています。  


